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令和６年産米の生産数量目標について 

令和５年１２月１８日 

生 産 振 興 課 

 

 11 月 27 日に開催された鳥取県農業再生協議会（以下「県再生協」という。）で、令和６年産米の生産

数量目標が設定されましたので、その概要について報告します。 

 

１ 全国の需給状況 

国は、10月19日公表の「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」により、令和６年産米の適

正生産量を669万トン（令和５年産米と同水準）と示した。 

 

２ 本県の米生産の基本的な考え方 

（１）農業者やＪＡ等は、販売先の確保に努めて、需要に応じた米づくりに積極的に取組む。 

 

（２）主食用米と非主食用米のバランスを図りながら、各地域農業再生協議会（以下「地域再生協」と

いう。）で計画的に作付推進を行い、水田農業の維持・拡大を図る。 

 

（３）県再生協では、今後とも県産米の需要動向を踏まえた「生産の目安としての生産数量」を地域 

再生協に提示するとともに、農家やＪＡ等が生産量を判断する環境づくりを進める。 

【鳥取県農業再生協議会の構成】 

ＪＡグループの長（ＪＡ県中央会、３ＪＡ、県畜産農協、大山乳業農協、全農とっとり、全国共

済連）、農業法人協会会長、稲作経営者会議会長、指導農業士会会長、市長会会長、町村会会長、

関係団体代表（県土連、農業共済、農業会議、農業農村担い手育成機構）等 

 

３ 本県の令和６年産の具体的な米生産数量の設定等について 
ＪＡグループの販売計画、国の需給見通し情報等を勘案し、具体的には以下のとおり生産数量目標

が設定された。 

① 各ＪＡが作成する次年度の販売計画に基づく生産数量の合計：61,855トン 

② 国適正生産量からの試算値：58,872トン 

生産目標数量：58,872トン～61,855トン（面積換算値：11,452ha～12,032ha） 

※令和５年産米目標との比較：▲1,294トン（最大271ha減） 

 

［参考］水田営農の安定化、収益力向上に向けた県の対応 

（１）６月 27 日及び 11 月 14 日、「水田活用の直接支払交付金」等の十分な予算確保と併せ、特に、交

付対象水田の見直しについては、生産者に不利益が生じないよう、生産現場の取組状況の検証結果

に対する対応策を検討するとともに、見直しの詳細な運用を示し、生産者等への丁寧な説明を行う

よう国に対して要望を行った。 

（２）県として、国の令和５年度補正予算の活用と併せ、令和６年度当初予算の編成動向も注視しなが

ら、ＪＡ、市町村と連携のもと、飼料用米・小麦・大豆等転換作物の生産拡大対策、高温対策とし

ての品種転換やカメムシ対策など水田営農の安定化、収益力向上に向けた支援を検討していく。 
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令和５年１２月１８日
農地・水保全課

【変更分】
主　務　課 工　　　事　　　名 工事場所 契　約　の　相　手　方 契　約　金　額 工　　　　　期 契約年月日 変　更　理　由

農地・水保全課 株式会社大谷組 （当初契約額） （当初契約年月日）
（東部農林事務所） 代表取締役 大谷　廣秋 78,760,000円 令和5年1月19日 令和5年1月19日

～
令和5年3月15日

（変更後工期） （第１回変更契約年月日）

令和5年1月19日 令和5年3月10日
～

令和5年11月30日

（第２回変更後契約額） （第２回変更契約年月日）

103,184,400円 令和5年6月21日
変更額  

24,424,400円　

（第３回変更後契約額） （第３回変更契約年月日）

131,732,700円 令和5年11月30日
変更額  

28,548,300円　

農地・水保全課 株式会社ヘイセイ （当初契約額） （当初契約年月日）
代表取締役 種子　善之 131,780,000円 令和5年8月21日 令和5年8月9日

～
令和6年3月15日

（第１回変更契約額） （第１回変更契約年月日）

141,739,400円 令和5年11月27日
変更額　

9,959,400円  

一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について

北条用水路改修工事（３
工区）

倉吉市
巌城

・地盤改良工の施工前に現地確認した結果、当初の想定と
異なる土質が確認されたため、土質にあった地盤改良材に
変更したことによる工事費の増額。

広岡地区地域ため池（広
岡溜池）改修工事（１工
区）

鳥取市
広岡

（中部総合事務所
農林局）

・ICT活用工事（土取場工掘削、旧堤体掘削）の対象とした
ことによる増額。

・当初予定していた土取場の土質が悪く、予定量の確保が
できず、土取場を変更したことによる増額。（運搬距離の延
長増）
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